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岡市之助宛書翰
一、 明石元二郎書翰

1 大正 三年 月 日 大戦成行ヨリ露国へ膠州湾移譲ノ恐レアルヲ考慮シ 同地占取計画
ニ陸相ノ賛成要請
2 大正 三年 八月一六日 対支要求案内容報知 日支協商 併合ヲ最終目的トスル満蒙優
越権確保 行政軍事改善委任等ノ要求実施ニツキ明石意見
3 大正 三年 月 日 山東鉄道復旧可否ニツキ陸相所見垂示希望 大島健一
4 大正 四年 月 日 欧州戦局見透 日露同盟必要力説（二通）
5 大正 四年 三月 四日 在天津仏国人関係兵器廠ニツキ奈良少将ヨリ報告
6 大正 四年 月 日 在支兵器工場施設ニツキ報知

二、 本郷房太郎書翰
1 大正 二年 八月一四日 陸軍省内近況・人事等報知
2 大正 二年一二月二三日 陸相ノ増師案処置ニ第三師団内不満ノ挙動風聞問合セ 飯野
吉三郎 （同封）岡返信案 噂否定 陸相出迎・飯野ト面談経緯報知

三、 石井菊次郎書翰
1 大正 五年 二月一四日 病気見舞 日露協商閣議決定送付 （同封）イ 閣議決定文 ロ
対支協同措置等秘密協約案（陸軍罫紙鉛筆・墨書）
2 大正 五年 二月一五日 協約案中脱落条文報知 兵力援助実行方法 （同封）本野公使
宛電文写 対露武器供給・東支鉄道南部線譲渡オヨビ日露新協約締結ノ諸問題ニツキ訓
令案写（陸軍罫紙・墨書）

四、 加藤高明書翰
1 大正 四年 五月一七日 本野駐露公使電報回送 （同封）本野公使電報 露軍不利 太公
ヨリ銃弾供給依頼 配慮要望

五、 桂太郎書翰
1 明治 年三月一八日 岡昇進祝
2 明治 年 三月 七日 陸大出身者月例集会ノ桂邸集会繰延依頼
3 明治 年五月二一日 書類清書持参下命
4 明治四四年一〇月二五日 重要書類取扱ニツキ大臣秘書官ヘ叱言

六、 乃木元智書翰
1 大正 四年一二月 七日 病気見舞
2 大正 年 九月二二日 滞京中世話礼状

七、 田中義一書翰
1 大正 三年 八月 日 対支密約案要項列挙 兵器統一等ハ省略得策 膠州湾作戦兵力ハ戦
局北清等ヘ拡大ニ備ヘ二個師団動員準備進言
2 大正 三年 八月一八日 南満・内蒙古利権ニ関スル対支要求条項内容ト田中意見報知
対露関係調整・膠州湾攻撃ニツキ進言
3 大正 三年 八月一八日 対支要求案追加報知 満州鉄道利権問題 満州・朝鮮鉄道統一
組織必要
4 大正 三年 八月二四日 在郷軍人会発展策意見 陸海・内容三大臣訓令 恩賜金問題
5 大正 三年 八月三〇日 某件準備遺憾ナキコト希望 欧州戦局露国不利ノ場合ノ対策確
立ノ要 田中健康回復
6 大正 三年一一月二六日 二個師団実現ノタメ議会解散回避要望 満蒙問題陸軍主張譲
歩不可 対支威力行使必要 岡陸相ノ立場明確化要望 大隈重信 大島健一
7 大正 四年 月三〇日 井上馨伝言 加藤外相ノ青島捕獲火砲英国へ優先分与意図ヲ非難
在郷軍人会大会下賜勅語印刷配布ニ岡陸相反対風聞問糺 平田東助
8 大正 四年 月 日 議会追求慰労 総長問題好転
9 大正 四年 月 日 病気見舞 某件（岡進退カ）虚心勘考希望 長谷川参謀総長勇退問題
大山巌
10 大正 五年 二月二一日 日露交渉進展同慶 対支政策 衰世凱不人気ニツキ退譲勧告取
纏要望 兵役税法・恩給法改正議会審議模様 陸軍関係人事 本野一郎
11 大正 五年 三月 九日 対支政策決定ハ手後レ 南方助長策疑問 岡陸相辞任速行可 後
任ニ大島健一推挙 大隈重信
12 大正 五年 三月一六日 岡陸相辞意ニツキ山県伝信 後任大島健一評 一木喜徳郎
13 大正 五年 月 一日 大隈首相ハ岡辞意ニ同情 政府ノ対支政策統一ニ努力要請 海相
モ同意見 上原大将近況 岡後任寺内意見 大島健一・山県有朋
14 大正 年 月二八日 療養帰京延期ヲ勧告 衰世凱ハ目下利用困難ニツキ海・外相ト協



議決断要望 大島健一
八、 寺内正毅書翰

1 明治四四年 六月三〇日 （代筆）山県ノ陸軍拡張意見書ニ対スル寺内所感報知 二個
師団増設未成ノ間ニ別案促進不賛成 陸軍要路者見解統一ノ要 （同封）同書翰草稿
2 明治四五年 四月 二日 石本新六死去 後任陸相関連人事ニツキ寺内意見 上原勇作・
長岡外史・長谷川好道・山県有朋・桂太郎・木越安綱
3 大正 元年一二月二九日 陸相補佐尽力依頼 田中義一転任 明石元二郎昇進
4 大正 二年 一月一五日 上原前陸相辞職ノ件 陸軍人事 士官・幼年学校精神教育ノ要
鉄道会議議長辞職希望
5 大正 二年 八月 一日 在郷軍人会資金ノコト本郷次官引継
6 大正 三年 四月一三日 陸相引受・次官ニ大島起用勧告 明石元二郎
7 大正 三年 六月一二日 長岡外史ノ件熟考希望
8 大正 三年 七月 六日 国防会議開設ニツキ寺内意見 将校教育革新調査ノ要 長岡処分
問題所感 部内反長閥感情 上原勇作
9 大正 三年一一月 日 （電報・田中義一共宛）大隈内閣ノ議会解散企図ニ対シ陸相ノ
執ルベキ態度ニツキ意見
10 大正 四年 六月一〇日 二個師団実現祝賀 同件朝鮮デノ反響 青島経営ニツキ大倉喜
八郎意見聴取ヲ勧ム
11 大正 四年七月 二日 （電報）岡電報受取報知
12 大正 四年 八月二一日 岡陸相留任賛成 陸軍人事好評 乃木家再興問題
13 大正 四年 八月二八日 （電報）佐久間左馬太退任叙勲ニ付意見
14 大正 五年 三月二〇日 岡陸相辞任内示ヘ返書
15大正 年五月七日 内奏覚書送付報知

九、山県有朋書翰
1 大正 三年 六月 一日 師団長人事了承
2 大正 三年九月一五日 佐久間左馬太書翰転送
3 大正 四年 一月一一日 陸軍将官名誉進級制度ニ反対

岡市之助書翰案
一〇、 長岡外史宛

1 大正 三年七月二一日 辞職所定書類提出要請
一一、 寺内正毅宛

1 大正 三年 一月 七日 上原勇作教育総監就任承諾 同人抱負 浅田信興・木越安綱・桂
太郎・山県有朋
2 大正 三年 八月二八日 （電報案）佐久間台湾総督退任叙勲 陸軍将官人事
3 大正 四年 四月三〇日 （電報案）佐久間台湾総督辞職裁下 後任安東貞美決定
（付）寺内正毅電報（大正四年八月二八日）佐久間大将昇爵ノ件
4 大正 四年七月 二日 （電報案）陸軍参政官人選
5 大正 四年 七月一四日 乃木家再興 山県有朋・毛利元智
6 大正 四年 七月三〇日 （電報案）浜職事件 大浦兼武辞職 大隈内閣総辞職見込報知
（同綴）寺内返電
7 大正 四年 月 日 陸相辞意報知
8 大正 年 三月三一日 （電報案）大島義昌経歴ニツキ岡不注意指摘ニ謝辞 （同綴）寺
内返電

一二、 上原勇作宛
1 大正 二年 二月 日 （電報案）上原第三師団長内定報知
2 大正 三年 月 日 （電報案）清浦ヨリ岡ヘ陸相就任内談 増師実現ヲ条件ニ承諾ノ意
向報知

第三者間書翰
一三、 木下宇三郎書翰

1 大正 三年 八月一四日 （奈良武次宛）討蕃事業詳報 漸進主義放擲成果 台湾総督府
内確執 大津麟平・亀山理平太

一四、長岡外史書翰
1 大正 三年 月 日 （寺内正毅宛）浜職嫌疑弁明
2 大正 三年 六月 九日 （ 寺内正毅） 心境

一五、隠明寺小次郎書翰
1 大正 三年 八月一五日 （奈良武次宛）台湾総督府内確執 佐久間総督更迭策謀 斎藤
参吉経歴 同人策謀報知大津麟平・亀山理平太

岡・寺内往復電報綴



一六、岡市之助電報控
1 明治四五年 三月二一日 石本陸相重態 生前昇進可否
2 明治四五年 三月二五日 石本陸相辞職内意 後任候補川村・浅田・上原・長岡 桂ハ木
越 山県ハ上原推薦ノ模様田中義一
3 明治四五年 四月 三日 石本陸相死去 山県ヨリ上原ニ後継承諾懇諭 上原ヨリ寺内意
向伺依頼
4 明治四五年四月 日 大島関東都督ノ軍事参議官転任関連人事参謀次長ハ長岡不可 大
島健一内定 福島安正
5 大正 元年一二月 日 上原陸相辞職 後任候補木越・長岡 山県ハ長岡ニ不同意ニテ木
越ニ落着見込
6 大正 二年 一月 日 上原教育総監推薦辞退 世論配慮 山県有朋・桂太郎
7 大正 二年 一月二三日 鉄道会議議長ノ件 長谷川・後藤異存ナシ 上原勇作
8 大正 二年 二月一四日 軍隊内部欠点暴露ニ政党員ガ一年志願兵使嗾ノ形跡厳戒 政党
横暴憤慨 上原ハ第三師団長就任 山本権兵衛
9 大正 二年 二月一四日 後藤新平伝言 桂内閣辞職事情 西園寺違約非難 山本首相ハ陸
相留任要請ニ際シ 増師ハ大正三年度ニ解決ヲ内談
10 大正 二年三月一〇日 山本首相翻意政友会ノ強制ニヨリ陸海軍省官制改正意向木越
陸相引責辞意
11 大正 二年四月 日 陸軍省官制改正ニツキ参謀総長・軍事参議官一同不同意山県有朋
12 大正 二年 四月二六日 陸軍官制改正問題ニツキ陸相態度軟化理由 首相ヨリ改正上
奏 陛下内許済ニテ論議不可長谷川好道
13 大正 二年 五月 一日 陸軍省官制改正着手 軍令奉行参謀本部ヘ移譲ハ憲法上困難
増師大正三年度実現疑問岡辞表提出 木越安綱

一七、 寺内正毅電報
1 明治四五年 三月二二日 石本病状同情 申越ノゴトク取計可 山県有朋
2 明治四五年 三月二六日 陸相後任 上原適当
3 明治四五年 三月二七日 石本ヘ電報内容報知 石本辞職ニ同意 後任山県ニ相談ヲ勧ム
4 明治四五年 四月 二日 石本葬義ニ河野派遣
5 明治四五年 四月 四日 暗号電文
6 明治四五年 四月 四日 E原ヘ激励伝言
7 明治四五年 四月一二日 岡慰労
8 大正 元年一二月 九日 陸相後任 申越通リ決定可
9 大正 元年一二月 九日 福島中将ヨリ東京事情聴取 岡ニ同情
10 大正 元年一二月一九日 岡ニ同意
11 大正 二年 二月一二日 政界紛擾痛心 背後ニ支那革命関係者・社会主義者介在推測
軍隊内ヘ影響厳戒要請
12 大正 二年 二月二一日 後藤ヘ伝言依頼 寺内当分沈黙維持
13 大正 二年 四月三〇日 陸軍官制改正問題意見 増師実現ノタメ世論非難回避・柔能
制剛ヲ期待 岡辞意撤回要望
14 大正 二年五月七日 岡辞意了承

一八、 その他
1 明石元二郎 対支用兵覚書草案 甲 満州・山東駐兵交代費用 乙 北支作戦所要兵力・
経費 大正四年カ（墨書）一枚
2 〔長岡外史関係書類〕 大正三年 三点
3 〔大浦内相涜職事件覚書〕 処分方針 大正四年（墨書）一枚
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